
決算書掲載頁　P161

内
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公共下水道事業計画区域外で合併処理浄化槽によるし尿及び雑排水の適正な処理を図り、もって公共用水域の水質保
全と生活環境の改善に寄与することを目的とする。

現在のところは、国・大阪府の補助金を受け入れ、限られた年間予算枠ではあるが、補助制度を継続する。
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公共下水道事業計画区域外において、合併処理浄化槽設置を推進する。
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現在のところは、国・大阪府の補助金を受け入れ、限られた年間予算枠ではあるが、補助制度を継続する。
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事業：合併浄化槽設置費補助事業                   

１．合併処理浄化槽の普及促進 

   公共下水道事業計画区域外において合併処理浄化槽の普及を促進するため設置費用の一部について補助金を

交付した。 

細事業：合併浄化槽設置費用補助事業                 

１．合併処理浄化槽の普及促進 

快適な生活環境の確保と公共水域の水質保全のため、公共下水道事業計画区域以外の地域について、既存の

くみ取り便所又は単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への改造に対し、工事費の一部を補助した。 

  （1）平成 24 年度補助金交付実績 

・設置基数  ８基 

・設置地区  下里町、高向、加賀田、岩瀬、小山田町、東片添町 

・交付金額  ３,３６４,０００円 

 

  ＜参考＞過去の交付実績（件数） 

年度 5人槽 6～7人槽 8～10 人槽 計 補助金（千円） 

平成２２年度    １   １４    １   １６ ６,６７６ 

平成２３年度    ５    ７    １２ ４,５５８ 

平成２４年度    １    ６    １    ８ ３,３６４ 

 

（2）補助金限度額（円） 

人水槽区分 補助限度額 

5 人槽 332,000 

6～7 人槽 414,000 

8～10 人槽 548,000 

 


